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～ 報 告 事 項 ～
等々力緑地では、PFI法に基づく事業手法を活用し、令和５年度から等々力緑地再編整備・運営等
事業を進めており、事業着手後、再編整備に関し、施設整備の検討・設計を進め、令和６年９月には
基本設計を取りまとめた

基本設計成果を基に事業者が概算工事費を算出したところ、物価変動や施設利用団体要望、関
係法令対応により大幅な増額が見込まれ、本市に、令和６年１１月に概算額の報告と予算措置等
の対応を求める要望があった

本報告は、上記検討状況及び今後の方向性（整備取りやめ内容）等について 報告するもの

本市は、報告された概算額を、事業者が再編整備工事の着手を予定している令和７年９月時点の
想定額に換算し、当初契約額約６３３億円が約１，２３２億円に増加すると予測するとともに、契約解
除や検証のための事業一時休止など、今後の再編整備の進め方について検討を行い、現在の事
業手法による事業継続が最も有効と確認した

① 工事費の物価変動による増額の精査（妥当性の検証）

② 整備内容（要求水準）の見直し

③ 関係団体要望・法令等への対応検討

●

●

●

●

●

本市が予測した金額は、事業者が算出した概算工事費の換算額であり、今後、確実な金額精査や
整備内容の見直し等、次の①から③について検討を行い、事業費増額幅抑制を図っていく

●

等々力緑地再編整備事業について

あわせて、等々力緑地の魅力や価値の向上のために、今後、導入を予定している ④ 自由提案施
設 の 導入の考え方 について 報告する

令和７年１月まちづくり委員会報告事項
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等々力緑地再編整備事業について

１ 工事費に関する物価変動対応について
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① 物価変動

② 設計変更

事業者が令和６年９月に基本設計取りまとめ、概算工事費を算出した結果を踏ま
え、本市に予算措置等の対応を要望

約 ３２５億円 増

約 ２１８億円 増

約 １，２３２億円（約５９９億円の増）となる見込み

※ 太字の金額はR7.9税込み見込み額

※ 割賦金利（約５６億円）等を含む

これにより、当初契約額 約６３３億円 が

※ 設計変更＝関係団体要望・関係法令等の対応

等々力緑地再編整備が必要な取組であり、本市は現事業契約を解除し市事業
化する場合や事業を一時休止し事業内容を検証する場合の影響等について整
理し、現在の事業手法（PFI＋運営権設定）で事業を進めながら物価変動対応
の検討等を行うことが最も有効であることを確認

令和６年１１月

【KTP算出概算工事費】

令和６年１２月

令和７年 １月 （上記について）まちづくり委員会 に 報告

１ 事業者要望とその本市対応

等々力緑地再編整備事業について１-１ ～ 物価変動対応１ ～

（ １ ） 事業者要望と本市対応検討の経緯
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１） 懇談会（専門家ヒアリング）
事業費増額の対応、自由提案施設の審査等に関し学識経験者の助言を得るため、PFI事業や法

務・会計、建設関係の専門家で構成する懇談会を令和７年３月に設置

等々力緑地再編整備・運営等事業推進懇談会名 称

川崎 一泰 委員 山口 直也 委員

川邊 保孝 委員金子 忠一 委員

難波 悠 委員 伊藤 麻里 委員

窪田 亜矢 委員

青山学院大学大学院 教授

東北大学大学院 教授

アンダーソン・毛利・友常法律事務所中央大学 教授

東京農業大学 元教授

東洋大学 教授

東海大学 准教授

委 員
（ ７ 名 ）

等々力緑地再編整備事業について１-２ ～ 物価変動対応２ ～

（ ２ ） 本市の検討体制
本市の検討・精査等を次に示す体制で実施

令和7年4月に第1回懇談会を開催し、次について確認

①

物価指数による改定額を超える工事費の妥当性を官積算で確認すること

●

物価指数による改定額を超える工事費の妥当性を官積算で行うことは合理的

②

現契約で定める物価指数を変更すること

●

物価指数を施設や地域等に合わせて変更することは妥当（変更素案は妥当）

③ 整備内容（要求水準）見直しにより工事費等の削減を検討すること
● 建設物価の高騰により整備内容を見直す考えがあることは理解できるが、市民や関係

団体の意見・要望を踏まえ基本設計を取りまとめたことに十分留意する必要がある
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物価指数
物価指数による改定額
を超える物価変動額

物価指数見直し 官　積　算

検討ステップ

物価変動に係る工事費の精査（妥当性の検証）

整備内容（要求水準）の
 見　直　し

関係団体要望・法令等
対 応 検 討

官積算 ・ 事業者協議

改定額（案）作成

庁 内 検 討 会 議

懇 談 会

庁 内 検 討 会 議

懇 談 会

事業者協議

見直し（案）作成 検証方法案 見直しの方向性整理 対応の方向性整理

（取組の方向性確認）

（内容・金額確認）

（契約変更内容確認）

官積算 ・ 事業者協議

改定額（案）作成

関係団体・市民意見 調整

整備内容取りまとめ ・ 変更契約手続き物価変動対応取りまとめ ・ 変更契約手続き

懇 談 会 （金額確認）

（取組の方向性確認） 取組の方向性確認

取組内容確認

手続き・実施

事業者協議 ・ 調整

２） 庁内検討会議

３） 金額精査・協議体制

本事業の推進に関し、総合的な検討及び庁内調整を図ることを目的として、庁内関係各局で構成
する検討会議を令和７年６月に設置

実施設計成果を基に本市が行う金額精査・協議支援のための業務委託に令和７年５月に着手

等々力緑地再編整備事業について１-３ ～ 物価変動対応３ ～

（ ３ ） 本市検討のフロー

今回報告
（令和7年7月）

段階的に報告
今後

初回は
本年秋（想定）

※１）懇談会での助言・意見等を踏まえ、次の体制で具体的な検討を推進

物価変動対応
仕様見直し
要望対応 等
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本事業の工事費の物価変動対応方法は、国土交通省のスライド条項に関わるマニュアルに準拠
する方法とし、改定に用いる物価指数に内閣府が例示する「建設工事費デフレーター」建設総合
を採用

令和７年３月には、内閣府がPFI事業にお
ける物価上昇の影響の対応について、既存
契約においても、適切な対応をお願いする
ことを通知

●

●

等々力緑地再編整備事業について１-４

（ １ ） 現 状 と課 題

市場価格に対する感応度が高い物価指数を採用するとともに、対象業務ご
と、対象費用項目ごと、対象地域ごとに連動した物価指数を採用することが望
ましい

内閣府通知（令和７年３月）抜粋

サービス対価改定の基準とする物価指数について

２ 物価指数の見直し

事業契約で定める改定基準月（令和３年３月）から
基本設計完了時（令和６年９月）までの物価指数等の上昇率

建設工事費デフレーター（国土交通省）

建築費指数（一般財団法人 建設物価調査会）

建設総合 … 約 １７ ％ 上昇

… 約 ２７ ％ 上昇

… 約 ５６ ％ 上昇事業者試算の概算工事費（全工種平均）

事業契約で定める改定基準月から基本設
計完了時までの「建築費指数」等、他の物
価指数等の上昇率が、「建設工事費デフ
レーター」の上昇率を上回る状況にある

●

※事業提案額と現時点価格の比較

本市は事業契約や内閣府通知を踏まえ物価指数変更等対応を検討●

～ 物価変動対応４ ～
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等々力緑地再編整備事業について１-５

（ ２ ） 物価指数変更の基本的な考え方
現事業契約で採用している「建設工事費デフレーター（建設総合）」は、土木、建築のほか、構造や
用途を総括する全国一律の指数であることから、内閣府通知を踏まえ、対象業務、対象費用項目、
対象地域ごとに連動した指数への変更について検討を行う

●

採用する物価指数については、公共事業の工事費等に関する調査機関以外の機関が示す物価指
数の採用に慎重な判断が必要と考えられることから、本事業では内閣府通知で例示された次の指
数への変更を基本とする

●

内閣府通知（令和７年３月）抜粋

本事業で整備対象の建築物※１の改定に用いる指数を「建築費指数」に変更

物価指数変更の方向性

（ ３ ） 物価指数変更の方向性

●

※１ 球技専用スタジアム、（新）とどろきアリーナ、（新）陸上競技場、スポーツセンター、プール、ランニ
ングステーション、サッカーコートクラブハウス、テニスコートクラブハウス、ビジターセンター、屋内
遊戯施設、釣池（管理棟）、トイレ

専門家ヒアリングで上記について妥当と確認●

今後、事業者と協議後、変更事業契約書を締結予定（本年度の秋～冬）

～ 物価変動対応５ ～

9



今後、事業者が施設ごと段階的に取りまとめる
実施設計成果を基に本市で官積算を実施し、
専門家ヒアリング、庁内検討会議で検証を行う

＜主な施設の金額精査スケジュール＞

令和７年１２月
（新）陸上競技場・公園基盤整備（土木工事）

令和８年度下半期
（新）とどろきアリーナ・スポーツセンター・プール

※ 現アリーナ解体含む

令和１０年度下半期
球技専用スタジアム

※ サイド・バックスタンド解体含む

※事業者の実施設計に合わせ施設ごと段階的に金額精査を予定

●

●

●

等々力緑地再編整備事業について１-６

物価指数による工事費の改定額を上回る物価
変動額の妥当性の確認、及び 関係団体要望・
関係法令等対応の増額について官積算を実施
する

３ 官積算による金額精査

官積算による金額精査のイメージ

段階的に変更契約議案を提出

精査状況を適宜議会に情報提供

随時
・専門家ヒアリング
・庁内検討会議

実施

金額精査状況を適宜議会に情報提供し、変
更契約額取りまとめ後、段階的に変更契約議
案を提出予定

金額精査のスケジュール

Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ R10 R11

7 7 7 7 7 7
上 下 上 下12 ・ ・ ・ 上 下 上 下8 9 10 11

成
果
受
領

金額 精査
（公園 施設）

施
設
整
備
着
手実施設計

工 事（公園施設）

（アリーナ）
金額精査

（アリーナ）工 事

（スタジアム）
精査

（スタジアム）工 事実施設計（スタジアム）

成
果
受
領

議
会
報
告

成
果
受
領

議
会
報
告

予
定

（

（

解
体
工
事
着
手

予
定

（

（
（アリーナ）

議
会
報
告

～ 物価変動対応６ ～
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等々力緑地再編整備事業について

２ 整備内容見直しの検討状況について
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等々力緑地再編整備事業について２-１

１ 整備内容見直しの検討

● 本市の想定を超える建設物価の高騰を踏まえ、すべての行政施設・要望を対象に整備内容（要求水

準等）見直しを検討

● すべての施設・要望について取りやめの影響や代替措置の有無を踏まえ次のＡからＣに分類

（ １ ） 検討の基本的な考え方

（ ２ ） 検討の進め方

② 要求水準書の位置づけ

③ 市民・関係団体等への影響

④ 事業推進上の影響（スケジュール等）

⑤ 取りやめの影響・代替措置の有無

① 取りやめの効果（削減額）
Ａ 計画・要望とおり整備を進める施設

Ｂ 整備や対応が必須となる施設・要望であり、仕様
の見直し等を行いながら整備を進める施設

Ｃ 他の施設や機能で補うことが可能であり、整備を
取りやめる施設

● 上記Ｂについて、今後、仕様の見直し等事業費増額抑制に向けた検討を進め、施設整備工事着手
前に各施設の検討状況・概算工事費、その後、金額精査結果等について段階的に報告を予定

～ 整備内容見直し１ ～
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対象施設 ・ 整備費
取りやめの効果

（削減額）
要求水準書等の位置づけ

（等々力らしさ）
市民・団体等への影響

事業推進上の影響
（スケジュール等）

取りやめの影響・
代替措置の有無

本市の評価

等々力緑地再編整備事業について２-２

（ １ ） 球技専用スタジアム

２ 行政施設の見直し検討

～ 整備内容見直し２ ～
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等々力緑地再編整備事業について２-３

（ ２ ） （新）陸上競技場

～ 整備内容見直し３ ～

対象施設 ・ 整備費
取りやめの効果

（削減額）
要求水準書等の位置づけ

（等々力らしさ）
市民・団体等への影響

事業推進上の影響
（スケジュール等）

取りやめの影響・
代替措置の有無

本市の評価
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等々力緑地再編整備事業について２-４

（ ３ ） 旧市民ミュージアム解体

～ 整備内容見直し４ ～

対象施設 ・ 整備費
取りやめの効果

（削減額）
要求水準書等の位置づけ

（等々力らしさ）
市民・団体等への影響

事業推進上の影響
（スケジュール等）

取りやめの影響・
代替措置の有無

本市の評価
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等々力緑地再編整備事業について２-５

（ ４ ） とどろきアリーナ

～ 整備内容見直し５ ～

※ リーグ基準に則したアリーナを緑地内に整備し、整備手法や仕様について引き続き検討を行う

対象施設 ・ 整備費
取りやめの効果

（削減額）
要求水準書等の位置づけ

（等々力らしさ）
市民・団体等への影響

事業推進上の影響
（スケジュール等）

取りやめの影響・
代替措置の有無

本市の評価
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等々力緑地再編整備事業について２-６

（ ５ ） スポーツセンター

～ 整備内容見直し６ ～

対象施設 ・ 整備費
取りやめの効果

（削減額）
要求水準書等の位置づけ

（等々力らしさ）
市民・団体等への影響

事業推進上の影響
（スケジュール等）

取りやめの影響・
代替措置の有無

本市の評価
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等々力緑地再編整備事業について２-７

（ ６ ） プール

～ 整備内容見直し７ ～

対象施設 ・ 整備費
取りやめの効果

（削減額）
要求水準書等の位置づけ

（等々力らしさ）
市民・団体等への影響

事業推進上の影響
（スケジュール等）

取りやめの影響・
代替措置の有無

本市の評価
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等々力緑地再編整備事業について２-８

（ ７ ） 多摩川連絡橋（北側）

～ 整備内容見直し８ ～

対象施設 ・ 整備費
取りやめの効果

（削減額）
要求水準書等の位置づけ

（等々力らしさ）
市民・団体等への影響

事業推進上の影響
（スケジュール等）

取りやめの影響・
代替措置の有無

本市の評価
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等々力緑地再編整備事業について２-９

（ ８ ） レインガーデン

～ 整備内容見直し９ ～

対象施設 ・ 整備費
取りやめの効果

（削減額）
要求水準書等の位置づけ

（等々力らしさ）
市民・団体等への影響

事業推進上の影響
（スケジュール等）

取りやめの影響・
代替措置の有無

本市の評価
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等々力緑地再編整備事業について２-１０

（ ９ ） 立体駐車場・（1 0 ）外周園路

～ 整備内容見直し１０ ～

対象施設 ・ 整備費
取りやめの効果

（削減額）
要求水準書等の位置づけ

（等々力らしさ）
市民・団体等への影響

事業推進上の影響
（スケジュール等）

取りやめの影響・
代替措置の有無

本市の評価
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次の①～⑥は次のとおり「Ｂ 整備や対応が必須」となる施設で、仕様の見直し等による事業費圧縮
について、引き続き、事業者と検討

等々力緑地再編整備事業について２-1１

釣池の水の水質改善は本市の長年の課題となっており、雨水貯留機能等は令和元年東日本台風を踏まえ
た浸水対策の強化として必要な取組

③ サッカー場・クラブハウス

② ビジターセンター（多目的室・屋内遊戯施設・釣池管理機能併設）

⑤ 中央新幹線上部区域

⑥ ストリートスポーツ広場

① 釣池の水質改善・雨水貯留機能等の導入

総合公園に必要なビジターセンターや釣池管理機能、全国都市緑化かわさきフェアのレガシーとした活動・
協働の場としての多目的室等は公園に必要な機能

●

サッカーコートは市民の試合や大会開催に利用されており、複合的な利用や天候に左右されないコート、施
設利用環境改善のためのクラブハウス等の整備は必要な取組

④ テニスコート・クラブハウス
テニスコートは大会開催等に対応できるコートに拡張するため緑地内で設置場所を変更するもので、観客
席、大会運営や施設利用環境改善を図るためのクラブハウスの整備は必要な取組

再編整備計画で位置付ける多摩川と等々力緑地の回遊性向上に資する取組であり、近くに代替機能はな
く、動線確保が必要

若者文化に携わる市民が協働・連携して地域を盛り上げていける環境と安全・安心に活動できる環境整
備に寄与するものであり、本市のスポーツの拠点である等々力緑地に必要な施設

（ 1 1 ） その他の施設

～ 整備内容見直し1１ ～
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対象施設 ・ 対応額 要求水準書等の位置づけ 市民・団体等の要望 対応しない場合の影響 本 市 対 応 方 針
本市の
評　価

等々力緑地再編整備事業について２-1２

３ 要望等の対応の検討

～ 整備内容見直し1２ ～
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等々力緑地再編整備事業について２-1３

対象施設 ・ 対応額 要求水準書等の位置づけ 市民・団体等の要望 対応しない場合の影響 本 市 対 応 方 針
本市の
評　価

～ 整備内容見直し1３ ～
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等々力緑地再編整備事業について２-1４

（ ４ ） その他行政施設の整備・対応

４ 検 討 結 果

（ ２ ） 整備を取りやめる行政施設

上記（２）（３）に記載のない本市の評価をＢとした施設・要望は、整備や対応が必要であり、引き続
き、実施設計と合わせ、仕様の見直し等による事業費圧縮について様々な角度から検討を進めなが
ら整備を進める

●

（ ３ ） 対応を行わない関係団体要望

・多摩川連絡橋（北側）

・レインガーデン

・球技専用スタジアム工期短縮

・立体駐車場の立体施設

約 1～４ 億円

約 0.3～0.8 億円

－
（本市負担額はなし）

約 ３８ 億円

約 ４０ 億円程度

・旧市民ミュージアム解体

（ １ ） 計画とおり整備を実施する行政施設

圧 縮

概 ね

～ 整備内容見直し1４ ～
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1 球技専用スタジアム 約 ３００ 億円 Ｂ 仕様の見直し等を行いながら整備実施

2 (新)陸上競技場 約 ５０ 億円 Ｂ 仕様の見直し等を行いながら整備実施

3 旧市民ミュージアム解体 約 １７ 億円 Ａ 計画とおり整備実施

4 とどろきアリーナ Ｂ 仕様の見直し等を行いながら整備実施

5 スポーツセンター Ｂ 仕様の見直し等を行いながら整備実施

6 プール Ｂ 仕様の見直し等を行いながら整備実施

7 多摩川連絡橋（北側） 約 4 億円 Ｃ 整備取りやめ 約 １～4 億円

8 ビジターセンター 約 ４ 億円 Ｂ 仕様の見直し等を行いながら整備実施

9 釣池 約 ３ 億円 Ｂ 仕様の見直し等を行いながら整備実施

10 レインガーデン 約 0.8 億円 Ｃ 整備取りやめ 約 0.3～0.8 億円

11 外周園路 約 １ 億円 Ｂ 仕様の見直し等を行いながら整備実施

12 約 1.8 億円 Ｂ 仕様の見直し等を行いながら整備実施

13 中央新幹線非常口上部区域 約 １ 億円 Ｂ 仕様の見直し等を行いながら整備実施

14 約 1.3 億円 Ｂ 仕様の見直し等を行いながら整備実施

15 サッカー・テニスコートクラブハウス 約 0.8 億円 Ｂ 仕様の見直し等を行いながら整備実施

16 ストリートスポーツ広場 約 0.8 億円 Ｂ 仕様の見直し等を行いながら整備実施

17 立体駐車場（新設） － Ｃ 立体施設整備取りやめ（平面化） ± ０ 円

サッカー場

テニスコート

行
 

政
 

施
 

設
 

整
 

備
 

内
 

容

約 2５０ 億円
(アリーナ・スポーツセンター・プールを合築)

※現アリーナ解体含む

屋内遊戯施設 等を 合築
多目的広場・釣池管理棟

人工芝化・
フェンス設置（コート拡張）

観客席増設と屋根設置
コート2面増設

（事業者自らの費用負担で整備）

18 球技専用スタジアム　工期短縮 約 ３８ 億円 Ｃ 対応取りやめ 約 ３８ 億円

19 (新)陸上競技場　曲走路半径変更 約 ２９ 億円 Ｂ 仕様の見直し等を行いながら対応実施

20 とどろきアリーナ　リーグ基準対応 約 １９ 億円 Ｂ 仕様の見直し等を行いながら対応実施

21 プール　公認取得 約 0.1 億円 Ｂ 仕様の見直し等を行いながら対応実施

要
望
等
対
応

整　　備　　費 取りやめ効果施　　　設　　　名 評　　　　　　価

等々力緑地再編整備事業について２-1５

（ ５ ） 整備内容見直し評価一覧

～ 整備内容見直し1５ ～

対　応　額 取りやめ効果評　　　　　　価要望等対応内容

※ 金額はR7.9税込み見込み額
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等々力緑地再編整備事業について

３ 更なる魅力ある公園形成に向けて
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また、事業契約では本市の許可を得て事業者が建設し所有す
る施設とし、事業者が誘致し本市が承認したテナントが運営
を担う

要求水準では、自由提案施設について、公園の質の向上を図
ることを目的とし「目指すべき将来像」の実現に向け、民間の
柔軟な発想を取り入れた飲食物販、スポーツ、市民活動、生
涯学習、趣味、学び、体験、文化など多様なニーズに対応でき
る施設・機能の導入を事業者に求めている

等々力緑地再編整備事業について３-１ ～ 自由提案施設１ ～

１ 自由提案施設

事業提案では、施設整備及び維持管理運営に自由提案施設の収益（数十億円）等を充てる計画と
なっており、本市財政負担額の軽減に寄与している

●

●

●

２ 本市の対応

本市は自由提案施設に関する「誘導方針」を策定し、許可・承認審査を行う●

テナント等の本市承認にあたり、公園の質や魅力向上の観点で、自由提案施設導入の正当性判断
や、誘導、調整に係る考え方など、本市のスタンス・基準を定める必要がある

●

等々力緑地の目指すべき将来像

KTPは事業提案前から自由提案施設の導入に関するサウンディングなどを進めており、現在、導入
に向けた具体的なテナント誘致や選定手続きを進める段階まで検討が進んできた

●

自由提案施設は本事業の推進に必要な取組で、多くの市民から意見を受けている状況にある●

28



等々力緑地再編整備事業について３-２ ～ 自由提案施設２ ～

３ 誘導方針【概要版】

等々力緑地が経験・世代を超えて楽しめるスポーツの聖地であり、健康への意識が芽生えるウェルネ
スパークでもあることなどを踏まえ、各エリアの次のような場の特色を活かし伸ばす機能を導入する

●
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等々力緑地再編整備事業について３-３ ～ 自由提案施設３ ～

緑豊かな公園に溶け込み、公園内の景観との調和や公園と一体感を創出していくため、次のような
建物の取組や施設配置を行っていく

●
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等々力緑地再編整備事業について３-４ ～ 自由提案施設４ ～

カーボンニュートラルや、健康の輪が少しずつ広がり地域全体のウェルビーイングにつながる公園と
していくために、次のような取組や役割について誘導する

●
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等々力緑地再編整備事業について３-５ ～ 自由提案施設５ ～

４ 自由提案施設整備スケジュール 【事業者提案】

事業者は自由提案施設を次に示すスケジュールで段階的に整
備・導入を図っていく予定

●
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事業着手後、自由提案施設に関する市民意見
や物価変動の影響等を踏まえ、改めて整備内
容について検討を行っている

等々力緑地再編整備事業について３-６ ～ 自由提案施設６ ～

５ 自由提案施設整備内容の検討

●

（ １ ） 事業者の検討状況

（ ２ ） 事業者検討の本市対応

現時点で事業者は、自由提案施設の設置棟
数の２棟削減（１８棟→１６棟）を検討しており、
本市の誘導方針等を踏まえ、追加削減可否の
検討を予定している

●

事業者は事業全体の収支を勘案しながら、自
由提案施設設置棟数削減等の検討を進めて
いる

●

本市は要求水準の変更は行わない●

凡 例

検討対象範囲

自由提案施設の導入について、事業者は事業
提案前から検討を進めている

●
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等々力緑地再編整備事業について

４ 今 後 に つ い て

34



１ 今後の方向性

等々力緑地再編整備事業について４-１ ～ 今後について１～

植栽計画については、行政施設の整備内容見直し、自由提案施設の設置・導入等、緑地全体の整
備内容見直しを踏まえ改めて整理

（ １ ） 行政施設の整備内容見直し

立体駐車場（２か所）は平面化について検討●

次については整備を取りやめ代替措置実施について検討●

１）多摩川連絡橋（北側）

関係団体等との調整を踏まえ球技専用化工事の工期短縮に向けた増額は行わない●

上記以外の要望については対応実施を前提とし引き続き増加額圧縮に向け検討●

（ ２ ） 関係団体要望等の対応

２）レインガーデン
… （代替措置）緑地内の動線を既存歩道橋に接続
… （代替措置）子どもが安全に遊べる親水機能の導入

（ ３ ） 自由提案施設の設置・導入
● 自由提案施設の導入内容について「誘導方針」に則り事業者を適切に誘導

外周園路は沿道町内会等の意向を踏まえた対応について引き続き調整

● 上記以外の施設は整備を前提として仕様の見直し等による事業費削減について、引き続き、事業
者と検討

旧市民ミュージアムは跡地利用への支障・不要な維持管理費が生じるため予定とおり実施

●

※

●
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令 和 7 年
８　月 ９　月 １０　月 １１　月 １２　月

２ 今後の進め方

等々力緑地再編整備事業について４-２ ～ 今後について２～

（ １ ） 今後の予定
●

今後、議会報告、説明会での意見等を踏まえ取組の方向性を改めて整理し結果を報告●

工事は令和７年１０月に旧市民ミュージアムの解体から着手予定●

（ ４ ） その他財政負担軽減策
本市財政負担軽減に向け、国に加え各種助成制度、基金等の活用を検討●

※ 施設利用料金改定等について、今後、検討を行う
●

※ 工事費に関する物価指数変更や金額改定、官積算による各施設の金額精査結果は段階的に情報提供予定

（ ２ ） 工事着手までのスケジュール

工事費抑制に限定しない今後の事業期間全体を見据えた建設物価高騰の対応について検討

令和７年８～９月に説明会を開催

行政施設の整備要否の検討結果報告 ほか

整備対象施設の仕様見直し結果・概算額報告 ほか

令和７年７月

令和７年秋
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